
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年６月１２日（日）に、第３ブロック（溝前町・末広町・風呂屋町・佐竹町・南上善寺町）を対象と

して、お住まいの方と防災まちづくり協議会役員で、防災まちあるきを実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３ブロックは大報恩寺（千本釈迦堂）の南東に位置す

る、お寺が多く建つエリアです。 

車や自転車など、比較的交通量が多い、六軒町通と五辻

通がエリアの中心を通っています。 

幅の狭い道や昔ながらのまちなみが残り、公園などの空地が少なく、災害時の防災拠点の整備や

地域の連携が課題になっています。 

※翔鸞学区ではまちの安全性向上のため、毎年ブロックを変えて、まちあるきを実施しています。 
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【第１６号・２０２２年１０月】 

 

 

 

●編集・発行 

翔鸞学区防災まちづくり協議会 

京都市 まち再生・創造推進室 

自宅から地域の集合

場所への避難経路が

安全に避難できるか

確認しま 

しょう 

 

自宅の耐震性や 

道に面するブロック塀 

の安全性を 

確認しましょう 

ご近所で防災に関する

ことを日頃から 

話題に 

しましょう 
日頃から災害に備えて、不安なところ、改善できそうなところに 

気づいたら、できることから少しずつ改善しましょう。 

に備えましょう！ 

 

      道幅の狭い 

道や避難扉 

の前にバイクや植木鉢 

などを置かないよう、

日頃からきちんと 

整理しましょう 

 主な意見は 

裏面へ・・・ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

翔鸞学区防災まちづくり計画 

ブロック別計画図 
 

主なまちあるきの感想 

・災害時の路地の通行影響（人の搬出等） 

・正親学区のように路地に名称をつけて銘板をつける。

この銘板にネーミングライツを導入し、これによって得

た収入で防災倉庫を整備するなど、行政の補助を頼ら

ず、費用を賄う方法も考えた方が良いのでは。 

・防火用水が少ないように思った。 
※防火用水（バケツ）は、各町内で準備、設置をいただいています。 

必要に応じて、各町内で設置数や設置場所をご検討ください。 

翔鸞学区が地域まちづくり協議区域に指定さ

れたことにより、学区内に宿泊施設の建築等が

行われる際は、事前に説明を受けることが可能

になった。 

→近年、末広町にオープンした簡宿「洛龍菴」等。 

以前は消火訓練や防災訓練等

で、消火器を使用し、その際に中

身の充填や交換を行っていた。 

使用期限が切れている消火器

があった。 

「溝前町守る会」によ

り、防災倉庫が設置され

ている。 

防災倉庫は定期的に

内容の確認を実施。 

宿泊施設が増えている。建物は新しくなって

いるが、常時、人がいるわけではない。 

所有者（運営会社）

と町内の連携がとれ

ているか。 

せめて、連絡先の

表示があれば安心。 

袋路の安全性が高ま
りました 

緊急避難扉の設置！ 

溝前町の袋路の門扉は、平

時は施錠されているが、緊急時

は路地住民が開錠して使用で

きるようになっている。 

ひびが入り、はらみがあるブロ

ック塀があった。 

公園などの開けた土地が少な

い。 

すでにある更地を防災ひろば

として整備して、防災倉庫などが

設置できれば良い。 


